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　本
年
1
月
1
日
に
起
き
た
能

登
半
島
地
震
、
二
百
名
を
上
回

る
犠
牲
者
を
は
じ
め
、
今
な
お

避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
皆
様

に
、
お
見
舞
い
と
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　能
登
半
島
地
域
で
は
、
昨
年

か
ら
群
発
地
震
が
続
き
、
住
民
の
皆
様
も
地
震
等
災
害
に
対
す
る
備
え
は
私

た
ち
以
上
に
な
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、元
旦
に
起
き
た
こ
と
、

想
定(

震
度
6
程
度)

を
上
回
る
震
度
7
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
人
命
は

じ
め
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
か
ら
多
く
の
教
訓
を
学
ぶ

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　能
登
半
島
は
、
周
り
を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
津
波
や
断
層
の
隆
起
の
影

響
か
ら
、主
要
な
道
路
が
寸
断
孤
立
し
た
た
め
救
援
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

山
間
部
の
白
川
町
は
海
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
要
道
路
が
寸
断
さ
れ
れ
ば
、

孤
立
集
落
と
な
る
地
域
が
多
く
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
住
宅

も
空
き
家
が
多
く
、
木
造
建
物
も
年
数
が
た
っ
て
お
り
、
倒
壊
す
る
可
能
性

が
高
い
で
す
。
こ
の
後
紹
介
す
る
支
援
に
携
わ
れ
た
お
二
人
の
手
記
に
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
主
に
3
つ
の
観
点
か
ら
事
前
の
対
策
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

① 

住
宅
の
耐
震
補
強
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
を
早
急
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

② 

日
頃
か
ら
、
自
治
会
等
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

③ 

支
援
遅
れ
や
孤
立
を
乗
り
切
る
た
め
に
備
蓄
品
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　4
・
5
ペ
ー
ジ
で
は
3
つ
の
観
点
に
注
目
し
、
詳
し
く
ま
と
め
て
あ
り
ま

す
の
で
、
今
の
う
ち
か
ら
有
事
に
備
え
て
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　防
災
は
大
切
、
け
れ
ど
何
か
ら
始
め
て
い
い
か
と
お
悩
み
の
方
は
、
私
が

地
域
に
出
か
け
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　令和6年1月1日に石川県能登地方を震源とする「令和6年能登半島地震」が発生したことに伴い、本町では、被災地に対する様々
な支援を行っています。令和6年6月までに、輪島市に避難所支援や解体事務支援で10名、中能登町に住家被害調査や罹災証明支
援で3名、金沢市に避難所健康管理支援として1名の職員派遣を行っています。

防災アドバイザー
鈴村 眞人さん

　災害情報の発信を防災行政無線で行います。音声告知端末機は、停電して
も受信ができるように日頃から乾電池の確認をしておきましょう。
　また LINE やメールで防災情報を受け取れる「すぐメール」をご登録いた
だき、白川町からの防災情報を受け取る準備をお願いします。 すぐメール

白川町からの情報を受け取る

　石
川
県
珠
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
支
援
と
し
て
、
被
災
者
か
ら
の
復
旧
支
援
の
要
望
に
対
し
て
現

地
調
査
を
行
い
、
そ
の
要
望
を
ま
と
め
ニ
ー
ズ
班
に
依
頼
事
項
を
つ

な
げ
る
と
い
う
橋
渡
し
の
役
割
を
担
当
し
ま
し
た
。
被
災
者
の
要
望

は
、
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、
貴
重
品
や
写
真
の
取
り
出
し

の
依
頼
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
家
屋
内
の
調
査
の
際
、
転
倒
し
た
家

具
な
ど
に
よ
っ
て
通
路
が
塞
が
れ
、
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。改
め
て
、家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を
事
前
に
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
震
発
生
時
の
二
次
災
害
の
防
止
や
必
要
な
物
品
の
回
収
・
片

付
け
を
す
る
際
の
通
路
の
確
保
に
繋
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
で
は
電
気
の
復
旧
は
比
較
的
早
か
っ
た
で
す
が
、

水
は
断
水
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
避
難
所
生
活
が
長

期
化
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
備
蓄
品
を
事
前
に
準
備
し
て
お
く
こ

と
の
重
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　今
回
の
派
遣
を
通
し
て
、「
自
助
・
共
助
」
の
重
要
性
や
、
日
頃

か
ら
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

白川町社会福祉協議会
渡邉 孝文さん

総務課 庁舎整備室
佐伯 賢翼さん

　避
難
所
運
営
支
援
員
と
し
て
、
1
月
15
日
か
ら
1
月
21
日
ま
で
の

7
日
間
、
輪
島
市
内
の
避
難
所
で
支
援
物
資
の
搬
入
や
炊
き
出
し
の

配
膳
、
避
難
所
の
設
備
管
理
と
い
っ
た
避
難
所
運
営
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
テ
ン
ト
式
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
設
置
の
た
め
の
事
前
交
渉
や
設
置
作
業
が

特
に
大
変
で
し
た
。「
周
り
が
見
え
た
方
が
安
心
で
き
る
」、「
見
通

し
が
悪
く
な
る
と
不
安
に
な
る
」
な
ど
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

た
が
ら
な
い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、

避
難
所
の
運
営
は
、
行
政
と
協
力
を
し
な
が
ら
も
「
自
助
・
共
助
」

の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
期
化
す
る
避
難
所
生
活
の
中
で
、
近
隣
の
方
や
地
域
の
方

と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
不
安
感
を
払
拭
す
る
要
因
に

な
り
う
る
の
で
、
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
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背景は背景レイヤーで編集します

　避難所の運営については、行政との連携を図りなが
らも「自助・共助」の姿勢で取り組んでいくことが必要
不可欠です。日頃から近隣で声を掛け合い、自治会等
の行事には積極的に参加しコミュニケーションを深め
ましょう。近隣の住民の方で寄り添い助け合うことが
大切です。また、以下のように防災アドバイザーが出
張し、様々な講座や訓練の実施をお手伝いさせていた
だくことも可能です。
　美化作業やちょっとした行事の際な
ど、地域の皆さんが集まるついでに防
災訓練を企画してみませんか。

非常用持ち出し品
チェックリスト

● 家族構成に応じて準備することが重要です。
● 最低3日分（できれば1週間分）の準備をしましょう。

避難（情報収集）用具
□　携帯電話（充電器含む）
□　モバイルバッテリー
□　携帯ラジオ
□　懐中電灯
□　予備電池
□　ヘルメット、防災ずきん
□　笛

救急用具
□　救急用具
□　常備薬、お薬手帳　

生活用品
□　軍手、スリッパ
□　ライター、マッチ
□　筆記用具　
□　携帯用トイレ
□　着替え、歯ブラシ
□　寝袋、雨具

非常食品
□　乾パン・缶詰など
□　飲料水

貴重品類
□　現金（小銭を含む）
□　通帳、印鑑
□　保険証、免許証など

感染症対策
□　マスク
□　手指消毒液
□　タオル、除菌ペーパー
□　ビニール袋

備えて安心 今日からできる防災対策備えて安心 今日からできる防災対策

木造住宅耐震診断について 段ボール箱による家具転倒防止動画（YouTubeにて公開）
（提供：一般社団法人防災機器検査協会）

01　住宅の耐震補強・家具の転倒防止
　地震は揺れの前兆がなく、突発的に発生することから事
前の対策が必要不可欠です。
　住宅の耐震診断の一つの目安としては、築30年以上の
住居は、診断を行ったほうが安心といえます。
　また、家具等の転倒防止については、L字金具等で固定
するのが確実ですが、家具と天井の隙間に段ボール箱を詰
め、家具の下に滑り防止ストッパーを入れるだけでも転倒
を防ぐ効果があります。耐震診断や家具の転倒防止対策
について、詳しくは、以下のQRコードをご覧ください。

02　「自助・共助」に向けた
　　 コミュニケーションや訓練への参加

  　
～防災アドバイザー派遣予定～
6月3日（月）

6月4日（火）

6月23日（日）

6月26日（水）

6月18日（火）

7月1日（月）

大脇建設防災会議

白川北災害対策協議会

乳幼児学級救命講習

中央自治会防災訓練

黒川小学校救命講習

佐見小学校救命講習

03　備蓄品（非常用持出袋）の準備
　日頃から、食料品はローリングストック法(普段の食品を多めに
購入し、賞味期限を考えながら消費し、買い足していく方法)を用い
て、備蓄品を準備しておきましょう。避難するときにまず持ち出す
べきものの一例を以下のチェックリストにまとめました。こちら
のリストを活用して備蓄品の準備をし、必要に応じて非常用持出袋
に入れ、玄関など持ち出しやすい場所に置いておきましょう。

防災アドバイザーの派遣要請については、
こちらからご確認ください。

　地震に対する防災を特集しましたが、白川町は大雨の影響などにより土砂
災害や河川の氾濫の危険と常に隣り合わせです。今回の特集内容に併せて、
令和5年６月号で特集した水害対策をいま一度確認しておきましょう。また、
以下の表を参考に、避難情報等に対しての自身の行動を確認しましょう。

警戒 避難行動等 避難情報 河川の情報 雨の情報

5

4

3

2

1 災害への心構えを高める

速やかに避難先へ避難する

命を守るための最善の行動をとる 緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

注意報

早期注意情報

氾濫発生情報

氾濫危険情報

氾濫警戒情報

氾濫注意情報

大雨特別警報

土砂災害警戒情報

大雨警報

レベル
既に災害が発生している状況

全員避難

高齢者等は避難 その他の人は避難の準備を整える

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのあ
る方、乳幼児等）とその支援者は避難する

ハザードマップ等により、自らの
避難行動を確認する

洪水警報

土砂災害

―

―

―

令和5年度
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